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Speaker Adaptation of Articulatory Variation 

by Supplemented HMM 

中村 哲， 服部浩明、 鹿野清宏

Satoshi NAKAMURA, Hiroaki HATTORI, Kiyohiro SHI KANO 

（
 

1989.8 

概要

HMMにおける話者適応化を改善するために複数話者HMM学習を用いた話者適応化方法を提案する。話

者間における発声の違いとしては、 (1)静的なスペクトルの違い(2)調音様式に起因する時系列パターンの違いがある。

（ 本稿では、 (2)の時系列パターンの違いを適応化するために、複数話者HMM学習による話者重畳型HMMを用いた話者

適応化法を提案し有効性を示す。
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Fig. 3. Improvements by Multi-templete HMM② /b,d,g/ 
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